
株式会社 鳥取銀行

　鳥取県出身で、県外の大学に進学したが、「生まれ育った
地元に貢献したい」と入行した西村さん。現在はジョブロー
テーション中で、窓口業務から融資課に移り、貸付業務を担
当する。「ローンの種類だけでもさまざまあり、専門知識の
必要性を実感しています」と仕事を覚えるため奮闘中だ。
そんな西村さんをサポートするのが、「仕事を一から教えて
くれた」という指導係のエルダーと、「何でも相談できる」
という精神的支えのメンターの存在。「面談や、業務中も気
にかけてくれて、安心して仕事に取り組めています」と信頼
を寄せる。また、プライベートでも仲が良い同期たちの存
在も心強い。「顧客からも、行員からも頼られる存在になり
たい」と、日々成長を目指す。

本店営業部 融資課
西村 瑠夏さん（23）

2023年入社

先輩や同期に支えられながら成長中！

　西村さんは、法人や個人事業主を対象とした事業性融資
を担当して1年ほど経つ。「提案力は先輩方に及びません
が、お客様の話を聞いて信頼関係を築けるよう心がけてい
ます」と笑顔を見せる。当初は目の前の仕事をこなすのに
精いっぱいだったというが、「期日があるものなので、段取
りを考えて行動できるようになった」と成長を実感する。
　若手として、実務や研修を通じて多くのことを考え、吸収
する毎日だが、わからないことは先輩や上司にすぐに聞くこ
とができる環境だ。たくさんの教えをもらう中で、心に残っ
ているのは「入行時の初心を忘れない」という言葉。「熱意
や意気込みを忘れず、いずれは鳥取のために何かしたいで
す」と志を高く持つ。

本店営業部 融資課
西村 聡太さん（24）

2022年入社

初心を忘れず、いつか鳥取に貢献したい！

　西土井さんは入行以来、県内各地や大阪支店など、さま
ざまなエリアで勤務してきた。「県外では他の金融機関との
競争や、同世代との交流を経験し、意識の向上につながり
ました」と振り返る。
　鳥取県は中小企業が多く、社長から経営の悩みを直接聞
く機会も多いが、「自分に力がないと、お客様に満足いく支
援ができない」と常に仕事の幅を広げてきた。「力を付けた
分、お客様の役に立つことができ、喜びや信頼を直接感じ
られます」と醍醐味を語る。課長として、部下から相談を受
けることも多い。「本人に考えてほしいので、答えは全部言
わないようにし、意見は否定せずきちんと聞いて、応えられ
るようにしたい」と関係性を築き、成長を促している。

本店営業部 営業推進課 課長
西土井 章生さん（37）

2009年入社

自分の力が、お客様への支援に直結

採用担当者からあなたへ

事業内容

人事部 副調査役
竹内 里奈さん

普通銀行（預金、融資、為替、証券、国際業務など）

株式会社 鳥取銀行

地域への熱い想いをお持ち
の方と一緒に働きたいです！
銀行員と聞くと堅そうなイ
メージがありますが、些細な
ことでも話ができるオープ
ンな職場環境が“とりぎん”
の特徴です。
ぜひご応募ください。

公式サイトは
こちら

求人サイトは
こちら

動画サイトは
こちら

0857-37-0250

t_jinji@tottoribank.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和24（1949年）年10月1日
代表者　代表取締役頭取　入江 到
社員数　857名（男394名　女463名）
本　社　鳥取県鳥取市永楽温泉町171
電　話　0857-22-8181

鳥取市、倉吉市、米子市、境港市
安来市、松江市、出雲市
東京都、大阪府、広島県、岡山県

採用エリア（勤務地） 
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